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令和 6年 8月 21日 定例教育委員会 会議録 

１ 開催日時及び場所 

   ・令和 6年 8月 21日（水） 14時 33分 ～ 15時 26分 

   ・1703会議室  

２ 出 席 者 

  教育長   堀     貴 雄      事務局職員  

  委 員   竹 中 裕 紀 義務教育総括監      青 木 孝 憲 

委 員   村 上 啓 雄 
総合教育センター長兼 
教育研修課長       

委 員   打 江 記 代 教育総務課長       野 中 正 史 

  委 員   吉 田 香央里 教育総務課教育主管    秋 場   毅 

   教育総務課教育主管    三 島 晃 陽 

 義務教育課長       山 田 高 秀 

 高校教育課長       棚 橋 武 司 

 高校教育課教育主管    有 尾 隆 宏 

 特別支援教育課長     服 部 秀 明 

 学校安全課長       酒 井   猛 

 学校安全課生徒指導企画監 那 須   貴 

 教育財務課長       田 中 由美子 

  

                         

３ 議事日程等  

議第 1号、議第 2号、議第 3号、議第 4号及び事務局報告（政策）（1）について、非公開とす 

ることを決定 

４ 会議録 

令和 6年 7月 24日開催の定例教育委員会の会議録を承認 

５ 審議の概要 

別添のとおり 

 

 

丸 山 早 苗 
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会     議     録 

発 言 者 発      言      内      容 

事務局報告 (その他)  

（１）岐阜県における全国レベルの表彰について 

教 育 総 務

課 長 
令和６年度第 36回全国高等学校情報処理競技大会において、県立岐阜商業高等学 

校が【団体優勝】された。また、同大会において、同じく県立岐阜商業高等学校３年

の澤井さんが【個人準優勝】、２年の長屋さんが【個人３位】を受賞された。 

続いて、令和６年度第 40回全国高等学校簿記競技大会において、県立岐阜商業高等

学校が【団体準優勝】された。また、同大会において、同じく県立岐阜商業高等学校

３年の堀江さんが【個人優勝】、同じく３年の杉山さんが【個人準優勝】を受賞され

た。 

次に、第 19 回若年者ものづくり競技大会「ロボットソフト組込み」において、岐

阜工業高等学校電子機械工学科２年の安藤さん・前山さんペアが【金賞】を受賞され

た。また、「メカトロニクス」において、岐阜工業高等学校機械工学科２年の古野さ

ん・水野さんペア、関市立関商工高等学校電子機械科３年の東さん・横山さんペアが

【銀賞】を受賞された。また、大垣工業高等学校電子機械工学科３年の川合さん・吉

田さんペアが【銅賞】を受賞されました。 

同大会「旋盤」においては、可児工業高等学校機械工学科３年の吉田さんが【銅賞】

を受賞された。 

議第１号 教育委員会の点検評価について 

教育委員会の点検評価について諮り、可決された。 

本件は、非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

議第２号 職員の表彰について 

職員の表彰について諮り、可決された。 

本件は、非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

議第３号 令和７年度使用県立学校の教科書採択について 

令和７年度使用県立学校の教科書採択について諮り、可決された。 

本件は、非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

 議第４号 教育に対する事務に係る議案に対する意見について 

教育に対する事務に係る議案に対する意見について諮り、可決された。 

本件は、非公開案件であるため、会議録は別途作成。 

事務局報告（政策) 

(１)いじめに関する重大事態の調査報告について  

いじめに関する重大事態の調査報告について報告した。 

本件は、非公開案件であるため、会議録は別途作成。 



ＨＰ版 

３ 

 

 

その他 意見交換 

村 上 委 員 富山県医師会が先進的に子宮頸がんワクチンを打っている。富山県医師会から、

富山県のリーフレットを岐阜県に差し替えて使用してよいとの許可をいただいた

ので、開業医や医師会の先生方に配って接種の促進をしている。 

現在、学校は夏休みだが、無料で接種するには、９月中に１回目を接種しないと

間に合わない。安いから打ちましょうというわけではなく、効果があるから打ちま

しょうと言っているのだが、いろいろなことが背景にあって、なかなか保護者の皆

さんに勧めてもらえない。副作用について、ワクチンとの因果関係はないというこ

とがいろいろな研究でわかっているのだが、生徒本人たちも、怖いという思いがま

だまだ多いところである。 

以前もお伝えしたが、国際的には、「もう日本には女の子いないのか」と言われ

るくらい日本の接種率は低い。このワクチンは感染症にかからないためのワクチン

なのだが、結果的には子宮頸がんを抑えている。 

皆さんご承知と思うが、天然痘（今はサル痘になっている）がこの世から撲滅で

きたのはワクチンの力が一番大きい。一番大きな力であるが、撲滅するまでに 200

年もかかっている。 

ところが、子宮頸がんワクチンは、順調に打ち始めると、20～30 年以内に、ほぼ

子宮頸がんがゼロにできるという力があることはなかなか理解してもらえない。と

にかく、小・中・高校生を中心に、通常の定期接種をしっかりしていただきたいと

いうことと、それ以上の年齢で、接種しそびれた人については、キャッチアップ接

種をしていただくとよいと思う。 

反対派の方からいろいろな意見があって、各学校の養護教諭の先生も、なかなか

大上段に振りかぶって生徒や保護者に説明することができないということはよく

理解しているが、強制ではないということをしっかり伝えていただきながら、正し

い情報を提供するために、リーフレットを使っていただければと思う。 

閉会 

 15時 26分 閉会を宣言する。 

 


